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町内外から３７チームが参加した雪像づくり
２００５スノーフェスティバルin越路　２月１２日
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 主な内容
スノーフェスティバル　in　越路を開催………２
塚山保育園が新築移転しました………………３
町からのお知らせ………………………………４
町選挙管理委員会からのお知らせ……………５
長岡市からのお知らせ…………………………６
越路西小学校を紹介……………………………１２
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昨
年　

月　

日
夕
刻
越
路
町
を
襲
っ
た

１０

２３

新
潟
県
中
越
大
震
災
に
お
い
て
、
町
内
、

県
内
は
も
と
よ
り
県
外
の
方
々
か
ら
多
く

の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
ろ
あ
た
た
ま
る
義
援
金
や
支
援
物

資
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
被
災
さ
れ
た
町

民
の
皆
様
に
お
配
り
し
、
有
効
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

紙
上
を
通
じ
厚
く
御
礼
を
申
上
げ
ま
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
方
々
の
お
名
前
等
を
町
民
の
皆
様

に
お
知
ら
せ
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
あ
ま

り
に
多
く
の
方
々
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
紙
面
の
制
約
か
ら
掲
載
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま

し
た
方
々
に
は
、
礼
状
を
お
送
り
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
支
援
の
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

・
義
援
金
総
額　

５
９
、２
７
１
、０
４
８
円

　
（
６
７
４
の
個
人
、
団
体
の
方
々
か
ら
）

・
支
援
物
資　

食
料
品
、
衣
類
等
生
活
用

品
を
中
心
と
し
て

　
（
４
９
５
の
個
人
、
団
体
の
方
々
か
ら
）

・
人
的
支
援　

延
べ
５
、４
５
６
人
の
方
々

か
ら

※
支
援
の
内
容
は
す
べ
て
２
月　

日
現
在

２０

の
も
の
で
す
。

こここころろああたたたたままるるごご支支援援あありりががととううごござざいいままししたた

塚山保育園新築移転
所　在　地　塚野山８５０番地３
構　　造　鉄筋コンクリート造１階建
敷地面積　９,５０３.３６㎡
建築面積　１,１５２.５９㎡
延床面積　９９５.９３㎡
定　　員　４０人

　県道東谷塚野山線改修工事に伴い２月１４日から塚山小学校

跡地に新築移転しました。

保育内容
４月から従来の保育のほかに、下記の保育を実施いたします。

○乳児保育

　生後４ヶ月から入所できます。

○一時保育

　保護者がやむを得ない事由により家庭で保育が困難となっ

た場合は、一時的に児童の入所がきます。

・保育時間は通常保育と同じで早朝、延長もできます。

・保育料、給食費は下記のとおりです。

○子育て支援ルーム

　地域子育てグループ等の活動の場として開放する予定です。

一般公開
日時　３月１２日貍～１３日豸　午前９時～午後４時

交流コーナー

ほふく室

遊　戯　室

調　理　室

　※利用時間が４時間以内の保育料は半額

給食費（１日分）
保育料（１日分）

３歳以上０～２歳

３３０円１,０２０円１,４６０円
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　震災の復興に向けて頑張っている町の様子を、支援いただ
いた全国の皆さんにお見せし感謝をしたいと、越路町冬のイ
ベント「スノーフェスティバル　in　越路」が、２月１２日成出
農村運動公園で行われました。
　午前９時から始まった雪像づくりには町内会、職場や子供
会など３７チームが参加、それぞれ工夫を凝らした作品づくり
に挑戦しました。その他ほたるもち播き、スノーモービル試
乗体験、雪山すべり台やころころパクパク雪上レースなどさ
まざまなイベントが行われ、１日中子どもたちの歓声でにぎ
わいました。
　夕方、特設ステージで雪像づくりの表彰が行われ、入賞チー
ムに賞状と記念品が渡されました。また、ステージショーで
は、「ソーラン踊り」や「パントマイムショー」が行われ会
場を沸かせていました。今回は、歌手の青山和子さんとアル
ビレックスチアリーダーズがボランティアで参加し歌と踊り
を披露していただきました。
　あたりが暗闇に包まれた頃、ミニかまくらに明かりが灯さ
れ、復興を願って打ち上げられた色鮮やかな仕掛け花火を
フィナーレに２００５年のスノーフェスティバル　in　越路の幕は
閉じられました。

スノーフェスティバルスノーフェスティバル　inin　越路越路をを開催開催
����復興へ復興へ　がんばっていこうがんばっていこう！！越路越路

銀賞銀賞 “大黒様”　“大黒様”
山崎組（越路出張所）　　　山崎組（越路出張所）

銀賞銀賞 “　“元気出していこう越路元気出していこう越路””
十楽寺子供会　　　十楽寺子供会 金賞金賞 “がんばれ中越”ヨン様 小川興業　“がんばれ中越”ヨン様　小川興業譁

銅賞銅賞 “笑う門には福来る”　“笑う門には福来る”
大きな森　　　大きな森

銅賞銅賞 “鯉の滝のぼり”　“鯉の滝のぼり”
こしじの里　　　こしじの里

銅賞銅賞 “とりの祈り”　“とりの祈り”
　　　 グリーンフィール譌グリーンフィールド岩野ド岩野

チーム名雪像のタイトル№

山後家三代チーム地震に負けずはばたこう!“奇跡鳥”
「がんばればニワトリだって翔べるはず」１審査員特別賞

十楽寺子供会元気出していこう　越路２銀　賞
帝国石油㈱長岡鉱場地震がきてもガスの安定供給！夢を掘る櫓３３
西野青年団ペコちゃん４
大石組２００５るんるんフォーエバー５
飯塚子供会ペンギン６
㈲グリーンフィールド岩野とりの祈り７銅　賞
西谷五月会アテナとフィボス８
四遊会ドラえもん９敢闘賞
岩塚製菓㈱機関車トーマス１０
㈱エヌ・シィ・ティケーブルテレビのエヌ・シィ・ティ１１
㈱植木組ドラえもん１２敢闘賞
越路町役場互助会練馬の湯１３
ＪＡ越後さんとうこしじ中央支店ウルトラマン１４
みのわの里更生園にわとり１５
ヨネックス　Ａマツケン１６
ヨネックス　Ｂスパーペコチャン１７
㈲ヤマザキ総業がんばる！ルンルン君１８

チーム名雪像のタイトル№
スノー塚中８Thank　you!１９
東谷公民館町の夜明け酉２０
朝日酒造㈱　朝友会酉（とり）２１
神谷ミッキーマウス２２敢闘賞
岩田笑遊会キングスライムと愉快な仲間たち２３敢闘賞
ＡＳＰ（朝日山雪像プロジェクト）たぬき２４
こしじの里鯉の滝のぼり２５銅　賞
JAPEXキングスライム２６
小国町役場　広田美術小国魂２７審査員特別賞
大きな森笑う門には福来る２８銅　賞
釜ケ島力２９
三島町アルビアルビ君３０審査員特別賞
青年懇談会マッターホルン３１
小坂キッズルンルン３２
袴沢ワールドあおくび大根３３
山崎組（越路出張所）大黒様３４銀　賞
小川興業譁がんばれ中越　ヨン様３５金　賞
新潟総踊り祭実行委員会ダンシングガチャピン３６審査員特別賞
すいれん愛だー３７審査員特別賞

雪像づくり参加チーム
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老
人
保
健
医
療
費
の
一
部
負
担
金

の
減
免
に
つ
い
て

　

２
月
中
旬
の
「
災
害
関
連
の
お

知
ら
せ
」
で
、
一
部
負
担
金
の
減

免
該
当
者
に
３
月
中
に
受
診
す
る

際
、
医
療
機
関
に
提
示
す
る
「
老

人
医
療
の
一
部
負
担
金
減
免
証
明

書
」
を
お
送
り
す
る
予
定
で
お
り

ま
し
た
が
、
減
免
の
確
定
が
３
月

中
旬
に
な
る
見
込
み
で
す
の
で
、

「
証
明
書
」の
発
行
は
行
い
ま
せ
ん
。

つ
き
ま
し
て
は
、
該
当
者
は
通
常

ど
お
り
医
療
機
関
に
一
部
負
担
金

を
支
払
っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

後
日
、
一
部
負
担
金
の
減
免
額
を

お
返
し
し
ま
す
。

■
減
免
期
間　

平
成　

年　

月　

１６

１０

２３

日
〜
平
成　

年
４
月　

日

１７

２２

業
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）
と
な

り
ま
す
。

○
納
入
通
知
書
に
よ
る
納
入
期
限

は
、
検
針
し
た
翌
月
の　

日
（
当

１０

日
が
金
融
機
関
の
休
業
日
の
場
合

は
翌
営
業
日
）
と
な
り
ま
す
。

※
下
水
道
使
用
料
は
、
水
道
の
使

用
量
を
基
に
算
出
し
ま
す
。

※
下
水
道
使
用
料
は
、
水
道
局
へ

の
徴
収
委
託
に
よ
り
、
口
座
振
替

領
収
書
及
び
納
入
通
知
書
は
長
岡

市
水
道
局
が
発
行
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

・
水
道
・
ガ
ス
…
長
岡
市
水
道
局

越
路
水
道
ガ
ス
営
業
所　

蕁　

―
９２

２
２
４
６
（
現
越
路
町
企
業
課
）

・
下
水
道
…
長
岡
市
下
水
道
管
理

課　

蕁　

―
２
２
３
５

３９

岩
田
、
不
動
沢
、
東
谷
、
西
谷
、

塚
野
山
、
千
谷
沢

○
４
月
は
水
道
・
ガ
ス
の
検
針
は

行
わ
ず
、
５
月
か
ら
水
道
と
ガ
ス

を
同
時
に
検
針
す
る
地
区
…
岩
野
、

釜
ケ
島
、
浦
、
神
谷
、
中
島
、
篠

花
、
飯
島
、
西
野
、
中
沢
、
来
迎

寺
、
朝
日

◎
冬
期
間
も
検
針
し
ま
す
。

　

雪
等
で
メ
ー
タ
ー
指
針
が
確
認

で
き
な
い
と
き
は
、
前
年
同
期
の

使
用
量
で
推
定
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◎
水
道
料
金
（
下
水
道
使
用
料
を

含
む
）、ガ
ス
料
金
の
納
入
日
が
変

更
に
な
り
ま
す
。

○
口
座
振
替
日
は
、
検
針
し
た
月

の　

日
（
当
日
が
金
融
機
関
の
休

２５

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
資
産
税

係　

蕁　

―
５
９
０
７

９２

町
民
の
み
な
さ
ん
へ

　

公
営
の
霊
き
ゅ
う
自
動
車
の
運

行
は
３
月
末
で
廃
止
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
生
活
環

境
係　

蕁　

―
５
９
０
５

９２

市
町
村
合
併
に
よ
り
水
道
（
下
水

道
を
含
む
）・
ガ
ス
の
検
針
と
料
金

の
納
入
日
が
変
更
に
な
り
ま
す

◎
水
道
と
ガ
ス
を
同
時
に
検
針
し
、

検
針
日
は
毎
月
１
日
か
ら
９
日
の

間
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

○
４
月
に
水
道
の
み
を
検
針
し
、

５
月
か
ら
水
道
と
ガ
ス
を
同
時
に

検
針
す
る
地
区
…
沢
下
条
、
飯
塚
、

越路町選挙管理委員会からのお知らせ

　平成１７年は、次の選挙が予定されています。
長岡市議会議員増員選挙
　４月１日の長岡市との市町村合併に伴う、長
岡市議会議員増員選挙が次のとおり行われます。
　増員選挙は、合併に伴い市議会議員の定数を
４０人に増員するために、編入される５町村をそ
れぞれ選挙区として行います。
■選挙期日等
　告示日　４月１７日豸　
　選挙期日（投票日）　４月２４日豸
■選挙が行われる区域、選挙区、定数

※旧長岡市では増員選挙を行いません。投票の
詳細については、市政だより４月号でお知らせ
します。
■増員される議員の任期
　長岡市の議会の議員の任期（平成１９年４月３０
日）までです。
■被選挙権
　選挙当日満２５歳以上で、合併する６市町村の区
域内に引き続き３カ月以上住所を有している人
■立候補予定者説明会
　立候補を予定している人を対象に、立候補の
手続きや選挙に関する留意事項について説明会
を開催します。
・日時　３月２９日貂午後１時３０分から（受付は
午後１時から）
・会場　長岡市役所４階大会議室
長岡市農業委員会委員一般選挙
　任期満了日　７月１９日
※告示日や選挙期日などの日程は、決まり次第
お知らせします。

定数（人）選挙区区域
２中之島選挙区旧中之島町

２越路選挙区旧 越 路 町

１三島選挙区旧 三 島 町

１山古志選挙区旧山古志村

１小国選挙区旧 小 国 町

　里道や水路などの法定外公共物のうち機能を失ったも
のについては、平成１７年４月１日以降財務省に引き継が
れることとなりました。これらのものについては、新潟
財務事務所が管理し、境界確定や売払申請の窓口となり
ます。なお、公図や現況等では財産管理者が明確でない
ため、まず財産の所在する各市町村で確認してください。
照会先 関東財務局新潟財務事務所 統括国有財産管理管
　　　 蕁０２５－２２９－２６５５

平成１７年４月１日から里道・水路（法定外公共物）の管理者が変わります

譲与
市町村が管理するもの
（機能を有している）

国が管理するもの
（機能を失ったもの）

国が境界確定や売払
申請の窓口となります

機能の有無

法定外公共物は、道路法・河川法の適
用又は準用を受けない公共物をいい、
代表的なものとして「里道」や「水路」
があります。

蜈

蜈蜈

里道・水路（法定外公共物）
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縦
覧
は
、
固
定
資
産
税
の
納
税

者
が
、
縦
覧
帳
簿
に
記
載
さ
れ
て

い
る
評
価
額
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、

自
分
の
土
地
や
家
屋
と
他
人
が
所

有
す
る
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を

比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。
手
数
料
は
無
料
で
す
。

②
閲
覧
は
４
月
１
日
貊
か
ら
年
間

を
通
し
て
受
け
付
け
ま
す

　

閲
覧
は
固
定
資
産
課
税
台
帳
を

見
る
も
の
で
、
納
税
義
務
者
が
自

分
の
資
産
の
評
価
額
等
を
確
認
す

る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
借
地
人
・
借
家
人
も
自

分
が
使
用
し
て
い
る
物
件
に
つ
い

て
は
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

手
数
料
は
、
縦
覧
期
間
中
は
、

無
料
で
す
（
課
税
台
帳
の
写
し
が

必
要
な
場
合
は
、
１
枚　

円
で
交

１０

付
し
ま
す
）。そ
れ
以
外
の
期
間
は

有
料
（
１
枚
２
５
０
円
）
で
す
。

　

な
お
、
借
地
人
・
借
家
人
は
、

年
間
を
通
し
て
有
料
で
す
。

■
場
所　

本
庁
資
産
税
課
お
よ
び
、

中
之
島
支
所
、
越
路
支
所
、
三
島

支
所
、
山
古
志
支
所
長
岡
事
務
所
、

小
国
支
所
（
い
ず
れ
も
４
月
１
日

か
ら
）

■
用
意
す
る
も
の　

本
人
の
認
印

（
代
理
の
場
合
は
、本
人
の
認
印
ま

た
は
委
任
状
と
代
理
人
の
認
印
）

借
地
人
・
借
家
人
の
場
合
は
、
賃

貸
借
契
約
書
等
と
借
地
人
・
借
家

人
の
認
印
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
特
定
疾
病
療
養
受
療
証

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
国
保
年

金
係　

蕁　

―
５
９
０
５

９２

介
護
保
険
の
お
知
ら
せ

①
新
し
い
保
険
証
を
お
送
り
し
ま

す
。

　
　

歳
以
上
の
人
と
介
護
認
定
を

６５
受
け
て
い
る　

歳
以
上
の
人
に
、

４０

新
し
い
住
所
を
記
載
し
た
介
護
保

険
被
保
険
者
証
を
４
月
中
に
長
岡

市
か
ら
送
付
し
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
が
届
き
ま
し
た

ら
、
旧
住
所
の
保
険
証
を
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。

②
平
成　

年
度
介
護
保
険
料
に
つ

１７

い
て

　
　

歳
以
上
の
人
の
平
成　

年
度

６５

１７

の
介
護
保
険
料
は
、各
町
村
が
定
め

た
額
の
ま
ま
で
改
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

納
付
書
で
納
付
す
る
人
と
口
座

振
替
の
人
へ
４
月
中
旬
に
仮
算
定

（
暫
定
賦
課
）
の
通
知
を
し
ま
す
。

　

年
金
天
引
き
の
人
は
、
８
月
ま

で
２
月
の
年
金
天
引
き
額
と
同
額

の
天
引
き
と
な
り
ま
す
の
で
、
通

知
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課
介

護
保
険
係　

蕁　

―
５
９
０
６

９２

固
定
資
産
の
縦
覧
・
閲
覧
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

①
平
成　

年
度
の
縦
覧
は
５
月
２

１７

日
豺
〜
５
月　

日
貂
で
す

３１

豸
、
同
青
葉
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
は
４

月
１
日
貊
〜
３
日
豸
の
住
民
票
の

写
し
発
行
等
の
市
民
課
業
務
を
休

み
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
岡
市
市
民
課

　

蕁　

―
２
２
１
５

３９

４
月
か
ら
の
新
し
い
、
医
療
機
関

に
か
か
る
た
め
の
保
険
証
や
受
給

者
証
等
を
郵
送
し
ま
す

　

４
月
１
日
に
合
併
し
て
長
岡
市

と
な
る
こ
と
に
よ
り
、医
療
機
関
に

か
か
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
証
や

受
給
者
証
等
が
変
わ
り
ま
す
。４

月
１
日
以
降
お
使
い
い
た
だ
く
新
し

い
各
証
は
、該
当
す
る
人
へ
、長
岡
市

か
ら
３
月
中
に
お
送
り
し
ま
す
。お

名
前
を
確
認
の
上
、大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。（
受
診
す
る
際
は
保
険

証
を
必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
）

■
送
付
す
る
証
書
等

・
国
民
健
康
保
険
証
（
１
人
１
枚

の
カ
ー
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。
世

帯
ご
と
に
ま
と
め
て
、
配
達
記
録

郵
便
で
届
き
ま
す
。）

・
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証

・
医
療
費
助
成
制
度
の
受
給
者
証

（
乳
・
幼
児
、
重
度
心
身
障
害
者
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
、
老
人
、
精
神

障
害
者
、
妊
産
婦
）

・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
、
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証

確
認
」
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
合
併

作
業
が
完
了
次
第
、
利
用
可
能
に

な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
戸
籍
係

　

蕁　

―
５
９
０
５

９２

合
併
に
伴
う
印
鑑
登
録
証
の
交
換

に
つ
い
て

　

現
在
お
使
い
の
印
鑑
登
録
証
は
、

合
併
に
伴
い
長
岡
市
の
印
鑑
登
録

証
に
交
換
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
交
換
の
時
期　

新
し
い
印
鑑
登

録
証
は
、
４
月
１
日
以
降
に
印
鑑

登
録
証
明
書
を
と
り
に
お
い
で
の

際
に
、
随
時
交
換
し
ま
す
（
４
月

中
は
、
住
民
異
動
等
で
窓
口
が
大

変
込
み
合
い
ま
す
。
交
換
の
た
め

だ
け
に
出
向
い
て
い
た
だ
く
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
交
換
で
き
る
窓
口
（
い
ず
れ
も

４
月
１
日
か
ら
）　

本
庁
、中
之
島

支
所
、
越
路
支
所
、
三
島
支
所
、

小
国
支
所
、
山
古
志
支
所
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
戸
籍
係

　

蕁　

―
５
９
０
５

９２

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
青
葉

台
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
業
務
休
止

の
お
知
ら
せ

　

合
併
に
よ
る
デ
ー
タ
移
行
の
た

め
、
長
岡
市
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
は
、
４
月
２
日
貍
・
３
日

町
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

４
月
１
日
の
合
併
施
行
後
は
、

申
請
や
届
出
な
ど
の
各
種
手
続
き

は
、
長
岡
市
役
所
本
庁
の
ほ
か
各

支
所
で
も
で
き
ま
す
。た
だ
し
、
外

国
人
登
録
の
各
種
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
登
録
さ
れ
た
本
庁
又
は
各

支
所
に
限
り
取
り
扱
い
ま
す
。
お

近
く
の
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、４
月
は
、合
併
の
ス
タ
ー

ト
と
年
度
当
初
の
繁
忙
期
が
重
な

る
た
め
、
転
入
・
転
出
の
際
に
は

次
の
点
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

合
併
６
市
町
村
間
住
所
異
動
に
つ

い
て

　

３
月
中
に
引
っ
越
し
を
さ
れ
る

場
合
は
、
な
る
べ
く
３
月
中
に
転

出
・
転
入
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
４
月
以
降
に
、
新
長
岡
市
内

で
引
っ
越
し
を
す
る
場
合
は
、
４

月
に
入
っ
て
か
ら
転
居
の
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
戸
籍
係

　

蕁　

―
５
９
０
５

９２

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
休

止
の
お
知
ら
せ

　

住
基
ネ
ッ
ト
関
連
業
務
は
、
４

月
１
日
〜　

日（
予
定
）ま
で
サ
ー

１０

ビ
ス
を
停
止
し
ま
す
。
停
止
す
る

サ
ー
ビ
ス
は
「
住
民
票
の
写
し
の

広
域
交
付
」「
転
入
転
出
の
特
例
」

「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
」

「
住
基
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
本
人





広報こしじ　平成１７年３月号9

越路町小中学校ホタルの会発表会

　「第１７回越路町小中学校ホタルの会発表会」が２月１０日越路小学校
体育館で開かれ、町内の小学校４年生や中学校の生徒が学校ごとに
それぞれのテーマで活動発表を行いました。
活動発表
越路小学校　「ホタル学習を通して環境を考えよう」
越路西小学校　「before　after　ビオトープでのホタル物語」
越路中学校　「パックテストによる水質検査の比較」
塚山中学校　「平成１６年度『牛の首』水質調査」
　開会式では、町小中学校ホタルの会会長で越路西小学校の八田和
行校長から「地震等に負けないで一生懸命取り組んできた研究の成
果を楽しみにしています。」と、大野勉町長からは「地球、自然、人
間が助け合って行くことは大切です。新しい市でもこの活動が広が
ると良いと思います。」とあいさつがありました。
　各学校の発表後は、長岡市立栖吉中学校の金安健一教頭から「日
本のモグラとその分布」というテーマでお話がありました。

こしじホタル連合会

献
血
ル
ー
ム
で
の
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
〜
平
日
の
献
血
に
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
〜

　

き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム
は　

月
１２

　

日
と
１
月
１
日
を
除
く
毎
日
開

３１設
し
て
い
ま
す
。

　

輸
血
用
の
血
液
は
毎
日
必
要
と

し
て
い
ま
す
。
日
々
安
定
し
て
血

液
を
お
届
け
す
る
た
め
に
も
、
特

に
平
日
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
安
全
性
の
高
い
血
液

を
お
届
け
す
る
た
め
、
４
０
０
裨

献
血
、
成
分
献
血
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

新
潟
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
長

岡
出
張
所

受
付
時
間　

９
時　

分
〜　

時

３０

１７

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

０
１
２
０
―

０
５
６
―
３
３
９

きたまち献血 
　　   ルーム 

地球に長く住みたい

　越路小学校６年生は、今環境について調べてい
ます。その中で『空気』に注目した班から、地球
の温暖化を防ぐための「私たちができる省エネ術」
を紹介していただきました。みなさん、ぜひ省エ
ネに挑戦してみてください。
■節約１０っつ（術）☆
漓でかける時はブレーカを落とす（冷蔵庫、電話
機以外）滷冷蔵庫の中にビニールシートをはる（冷
気がにげないように）澆暖房の設定温度は２０℃
に！（室温設定を１度下げるだけで約１０％の省エ
ネに！）潺月に１度はフィルター掃除を！（ホコ
リをとることで暖房率アップ）潸テレビを見る時
間を１時間減らす澁冷蔵庫に物をつめこみすぎな
い（季節に合わせて温度を調整）澀ポットやジャー
の保温を止める潯洗たく物で汚れの少ないものは
洗濯時間を短時間に設定潛パソコンを使っていな
い時は、ＯＦＦに！濳電子レンジの使用時間を正
しく！

～空気をきれいにするために～ 和 太 鼓
　この度、こしじ巴太鼓では、平成１６年度宝く
じ助成事業を受け和太鼓を製作しました。

コミュニティ助成事業とは
　財団法人自治総合センターは、宝くじの普及
及び広報活動事業として受け入れる受託事業収
入を財源として、コミュニティ活動に助成を行
い、コミュニティの健全な発展を図るとともに
宝くじの普及広報活動を行おうとするものです。
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　最近の医療費動向を見ると、全国的に年々
増加傾向にあり、越路町においても同様で、
たいへん厳しい状況となっています。

　平成１５年度における被保険者１人あたりの
医療費を見ると、１３年度をピークに減少傾向
にありますが、依然として県内では高位に位
置しており、県の平均と比べ年間で約３万円
の差があります。

　入院疾病別では、糖尿病、高血圧性疾患、
脳梗塞の件数や医療費の比率が高く、生活習
慣に起因するものの医療費が全体の約３割を
超える状況となっています。日頃から生活習
慣の改善に努めましょう。

　また、初期の生活習慣病は自覚症状がなく、
健診ではじめて発見されることがあります。
病気の早期発見には定期的に健康診断を受け
ることも大切です。
　「おかしいな」と感じたら早めに受診し、早
期治療を心掛け、健康な毎日を過ごしましょ
う。

450,000 

400,000 

350,000 

300,000 

250,000 

200,000

円 100.0 
90.0 
80.0 
70.0 
60.0 
50.0 
40.0 
30.0 
20.0 
10.0 
0.0 
 

％ 越 路 町  
県 平 均  
町受診率 
県受診率 

11年度 
406,943 
374,731 
79.5 
72.3

12年度 
416,198 
355,267 
85.0 
74.7

13年度 
421,979 
363,211 
89.7 
76.6

15年度 
383,282 
357,642 
88.0 
76.1

14年度 
392,920 
358,400 
85.0 
75.0

▲ 

▲ 

▲ ▲ ▲ 
● 

● 

● ● ● 
▲ 
● 

2,000 

1,500 

1,000 

500 

0

円 

越路町 

県平均 

新生物 

413 

1,132

糖尿病等 

1,943 

1,389

精神 

1,978 

1,641

神経系 

840 

423 

 

循環器系 

833 

1,159

呼吸器系 

17 

240

消化器系 

32 

320

※平成16年５月診療分 

0（％） 2010 4030 6050 80 9070 100

※平成16年５月診療分 

16.23％ 
内分泌、栄養及び代謝疾患 

15.92％ 
循環器系の疾患 

16.72％ 
消化器系の疾患 

12.71％ 
その他 

11.02％ 

20.54％ 
精神及び行動の障害 尿路性器 

系の疾患 
5.59％ 

6.12％ 

神経系の疾患 1.22％ 

5.91％ 新生物 

血液、造血器疾患、免疫障害 

目及び付属器の疾患 
1.80％ 

損傷及び中毒等 
1.44％ 

20.38％ 14.44％ 14.14％ 11.57％ 6.20％ 5.06％ 4.60％ 4.16％ 5.16％ 3.27％ 

11年 

16年 

越路町国保の現在の状況について
１人あたり費用額と受診率

１人あたり入院疾病別状況

病類別疾病の割合（費用額 上位10項目）

　近年、交通事故による死者の数は減少傾向にあります。しかし、その中に占める６５歳以上の高齢者の割合
は増加しています。高齢者の中には自動車などの運転免許を持っておらず、交通標識やルールにあまり詳し
くないという人も多くいます。こうしたことから、交通量が増加しても、慣れている地元の道だと思って横
断歩道のないところを渡ったり、自分の家の前だからと周囲を確認せず道路を横断したりすることがありま

す。実際に、高齢者がかかわる交通死亡事故の６割強は、自宅から５００
メートル以内で発生しています。
　高齢者と自動車の交通事故、特に夜間に多いのが、車から見て右から
の高齢者の道路横断による事故です。高齢者は、車が来ることは分かっ
ていても「まだ遠い、自分なら渡りきれる」と判断し、道路を横断し始
めます。また、夜間の対向車線には車のライトが届きにくく、ドライバー
からは、歩行者を発見するのが遅れがちになります。こうした要因が重
なって、事故が発生しやすくなるのです。

高齢者の交通事故防止

●問い合わせ
　　町民課　国保年金係
　　蕁 92―5905
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行政相談
期日　３月２２日貂
時間　午前９時～正午
場所　越路町役場

心配ごと相談
期日　３月１日、８日、１５日、２２日、２９日
　　　　　　　　　（毎週火曜日）
時間　午後１時３０分～午後４時
場所　福祉センター

国民年金相談
期日　３月１５日貂
時間　午前９時～午後４時
場所　越路町役場

　

長
岡
市
で
は
、
精
神
障
害
者
の

自
信
回
復
や
社
会
参
加
を
進
め
る

た
め
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

仲
間
と
の
交
流
や
趣
味
・
創
作

活
動
な
ど
を
通
し
て
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
お
持
ち
の
方
（
医
療
機
関
や

社
会
復
帰
施
設
等
の
関
係
者
の
紹

介
が
必
要
で
す
）

日
時　

４
月　

日
か
ら
９
月　

日

１４

２９

の
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時　

分
か

３０

ら
３
時　

分
３０

会
場　

市
民
セ
ン
タ
ー
障
害
者
プ

ラ
ザ　

他

利
用
料　

無
料
（
個
人
で
使
う
材

料
費
等
は
自
己
負
担
）

申
込
み
・
問
合
せ　

長
岡
市
介
護

保
険
課　

蕁　

―
２
２
４
５

３９

　
「
復
興
へ
の
総
合
的
視
点
」
を

テ
ー
マ
に
、第
１
部
で
は「
総
合
的

な
復
興
と
は
何
か：

先
例
に
学

ぶ
」と
題
す
る
基
調
講
演
、第
２
部

で
は
「
震
災
復
興
へ
の
課
題
と
方

向
」
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

日
時　

３
月
５
日
貍
午
後
１
時　
３０

分
〜
５
時（
午
後
１
時
開
場
）

場
所　

新
潟
市
民
プ
ラ
ザ
（
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ　

ビ
ル
６
階
）

２１

く
だ
さ
い
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
の

あ
る
人
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ

た　

人
の
検
察
審
査
員
が
、
不
起

１１
訴
処
分
に
誤
り
が
な
か
っ
た
か
ど

う
か
な
ど
を
審
査
し
ま
す
。
審
査

の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
不
起
訴
処

分
の
見
直
し
を
求
め
ま
す
。

問
合
せ　

長
岡
検
察
審
査
会
事
務

局
（
新
潟
地
方
裁
判
所
長
岡
支
部

内
）　

蕁　

―
２
１
４
１

３５

　

経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難

定
員　

５
０
０
名
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
り
）

申
込
み
・
問
合
せ　

新
潟
大
学
総

務
部
総
務
課
総
務
係　

蕁
０
２
５

―

２
６
２
―

６
０
２
３
・
７
５
２
５

薨
０
２
５
―

２
６
２
―

６
５
３
９

メ
ー
ルsoum

uka@
adm
.niigata-u.ac.jp

    
    
   
                

　

長
岡
市
で
は
、
花
を
育
て
る
こ

と
で
、ま
ち
づ
く
り
、人
づ
く
り
を

し
て
い
る
団
体
を
募
集
し
、
優
秀

な
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。
活
動
状

況
や
花
の
写
真
等
の
作
品
を
８
月

　

日
貅
ま
で
に
提
出
し
て
い
た
だ

２５き
、審
査
し
ま
す
。

　

な
お
、活
動
期
間
中
、緑
花
推
進

指
導
員
が
指
導
に
伺
い
ま
す
。

対
象　

保
育
園
・
幼
稚
園
、小
・
中
・

高
校
、地
域
・
職
場
な
ど（
業
者
に

管
理
を
委
託
し
て
い
る
団
体
は
除

く
）

申
込
み　

３
月　

日
貅
ま
で
に
長

３１

岡
市
公
園
緑
地
課（
市
役
所
３
階
）

に
あ
る
所
定
の
用
紙
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ア
開

催
協
議
会
事
務
局
（
長
岡
市
公
園

緑
地
課
内
）　

蕁　

―
２
２
３
０

３９

　

犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
犯
人
処

罰
の
求
め
に
対
し
て
、
検
察
官
の

不
起
訴
処
分
に
納
得
で
き
な
い
場

合
は
、
検
察
審
査
会
に
相
談
し
て

不
起
訴
処
分
の
審
査
申
立

て
先
は
検
察
審
査
会
で
す

精
神
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

３月の町内巡回バス運休日

５日貍、６日豸、１２日貍、１３日豸、１９日貍、

２０日豸、２１日豺、２６日貍、２７日豸

お知らせ
FMながおか ７６.４MHz

「越路町からのお知らせ」
８：００～８：０３／１７：２５～１７：２８

（月～金）

な
児
童
、
生
徒
に
学
用
品
費
や
給

食
費
な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

申
請
期
間　

４
月
１
日
貊
〜　

日
２８

貅申
請
場
所
（
い
ず
れ
も
４
月
１
日

か
ら
）　

学
務
課（
長
岡
市
役
所
幸

町
分
室
２
階
）
お
よ
び
中
之
島
支

所
、
越
路
支
所
、
三
島
支
所
、
山
古

志
支
所
、小
国
支
所

持
ち
物　

印
鑑
、
保
護
者
名
義
の

預
金
通
帳（
郵
便
局
を
除
く
）

問
合
せ　

長
岡
市
学
校
教
育
課

（
４
月
１
日
か
ら
学
務
課
）　

蕁　
３９

―
２
２
３
９

広報こしじ最終号の発行について

３月末に広報こしじ最終号を発行いたします。

　　　総務課文書広報係　蕁９２－５９０１

新
潟
大
学
災
害
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
す

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
団
体
募
集

義
務
教
育
就
学
援
助
制
度

の
お
知
ら
せ

みしま西山連峰登山マラソン大会に参加しませんか

期日　５月１５日豸　午前１０時スタート

会場　みしま中央会館（三島町役場隣）

コースと種目

１１㎞　一般男子・一般女子（いずれも高校生以上）・

　　　５０歳以上男子・５０歳以上女子

３㎞　夫婦親子ペア・中学生男子・中学生女子・

　　　小学生男子・小学生女子

参加資格　完走できる能力があり健康状態が良好な方

　　　　　（未成年者は保護者の承認が必要）

表彰　各種目第１～３位に賞状とメダル、第４～６位に賞状

参加料　一般（高校生以上）２,０００円、

　　　　小・中学生１,０００円、

　　　　夫婦親子ペア２,０００円

申込み　３月３１日貅までに申込書にある振込用紙で参加料を納

入（申込書は市民体育館にあります）

問合せ　みしま西山連峰登山マラソン大会事務局

　　　　（三島町教育委員会内）　蕁４２－２２２１

広報こしじ　平成１７年３月号 10

ん
の
で
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

役
場
総
務
課

総
務
係　

蕁　

―
５
９
０
１

９２

　

市
町
村
合
併
に
伴
い
、
こ
れ
ま

で
の
自
治
会
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

し
て
配
布
し
て
い
た
だ
く
方
法
か

ら
、
新
聞
折
り
込
み
に
よ
る
配
布

に
変
わ
り
ま
す
。
折
り
込
む
新
聞

は
新
潟
日
報
・
読
売
・
朝
日
・
毎
日
・

産
経
新
聞
で
す
。
新
聞
を
購
読
し

て
い
な
い
世
帯
の
方
に
は
、
個
別

に
郵
送
い
た
し
ま
す
。
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
、
下
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

４
月
号
は
４
月
３
日
豸
に
発
行

し
ま
す
。今
後
と
も
、ご
愛
読
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

〒
９
５
０
―
８
５
７
０

新
潟
市
新
光
町
４
―
１
県
庁
総
務

部
広
報
広
聴
課　

蕁
０
２
５
―
２

８
５
―
５
５
１
１
（
内
線
２
１
１

５
）　

薨
０
２
５
―
２
８
３
―
２

２
７
４　

メ
ー
ル

t0101002@

          

m
ail.p
ref.n

iig
ata.jp

 
     
     
   
      

募
集
人
数　

１
人
（
社
会
保
険
等

に
加
入
）

雇
用
期
間　

平
成　

年
４
月
１
日

１７

〜
平
成　

年
３
月
（
原
則
１
年
・

１８

更
新
あ
り
）

職
務
内
容　

姉
妹
都
市
等
と
の
交

流
事
業
の
企
画
・
実
施
、
在
住
外

国
人
の
支
援
に
関
す
る
業
務
等

対
象　

昭
和　

年
４
月
１
日
以
前

６０

に
生
ま
れ
、
語
学
力
（
英
検
２
級

程
度
で
日
常
英
会
話
が
で
き
る
）

を
有
し
、
パ
ソ
コ
ン
で
資
料
等
が

作
成
で
き
る
方

勤
務
場
所　

国
際
交
流
協
会
事
務

局
（
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
１

階
）

報
酬　

月
額　

万
円（
賞
与
あ
り
）

１４

勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
の
午
前
８
時　

分
か

３０

ら
午
後
５
時　

分
１５

試
験
日　

３
月　

日
豸

２０

申
し
込
み　

３
月
１
日
貂
か
ら　
１５

日
貂
の
午
前　

時
か
ら
午
後
４
時

１０

に
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（　

―
３９

２
７
１
４
）
に
あ
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
本
人
が
同
協

会
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
時
に
簡
単
な
面
接
を
実
施
し

ま
す
。

募
集
人
数　

１
人
（
社
会
保
険
等

に
加
入
）

雇
用
期
間　

平
成　

年
４
月
１
日

１７

〜
平
成　

年
３
月
（
原
則
１
年
・

１８

更
新
あ
り
）

職
務
内
容　

市
民
と
外
国
人
と
の

交
流
事
業
の
企
画
・
実
施
、
外
国

人
に
対
す
る
英
語
等
に
よ
る
生
活

相
談
用
務
な
ど

対
象　

昭
和　

年
４
月
１
日
以
前

６０

に
生
ま
れ
、
語
学
力
（
英
検
２
級

程
度
で
日
常
英
会
話
が
で
き
る
）

を
有
し
、
パ
ソ
コ
ン
で
資
料
等
が

作
成
で
き
る
方

勤
務
場
所　

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

「
地
球
広
場
」（
な
が
お
か
市
民
セ

ン
タ
ー
内
）

報
酬　

月
額
１
５
７
、４
０
０
円

（
交
通
費
・
賞
与
な
し
）

勤
務
時
間　

土
・
日
・
祝
日
を
含

み
、
１
か
月
に　

日
程
度
で
１
週

１６

間
に　

時
間

３０

試
験
日　

３
月　

日
豢

２１

申
し
込
み　

３
月
１
日
貂
か
ら　
１５

日
貂
の
午
前　

時
か
ら
午
後
４
時

１０

に
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（　

―
３９

２
７
１
４
）
に
あ
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
本
人
が
同
セ

ン
タ
ー
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
時
に
簡
単
な
面
接
を
実

施
し
ま
す
。

職
種　

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

募
集
人
数　

３
人

雇
用
期
間　

平
成　

年
４
月
１
日

１７

か
ら
平
成　

年
３
月
末
ま
で
（
勤

１８

務
実
績
に
よ
り
更
新
あ
り
）

職
務
内
容　

ス
ポ
ー
ツ
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
指
導
、
事
業
計
画
策
定
等

応
募
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日

４５

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、大
学（
大

学
院
を
除
く
）
ま
た
は
短
期
大
学

で
「
体
育
」
に
関
す
る
専
門
課
程

を
履
修
し
た
方
、
も
し
く
は
在
学

中
に
運
動
部
に
所
属
し
て
い
た
方

譛
長
岡
市
国
際
交
流
協
会

臨
時
職
員
募
集

お
よ
び
社
会
体
育
の
専
修
学
校
専

門
課
程
卒
業
な
ら
び
に
卒
業
見
込

み
の
方

勤
務　

土
・
日
・
祝
日
を
含
む
交

代
勤
務

報
酬　

日
額
７
、８
７
０
円（
予
定
）

試
験
日　

３
月　

日
貊

１８

申
し
込
み　

３
月
４
日
貊
か
ら　
１４

日
豺
に
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
市
民
体
育
館
内
の

（
財
）
長
岡
市
体
育
協
会
（　

―
２

３４

１
３
０
）
へ
本
人
が
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　

平
成　

年
３
月
新
規
学
校
卒
業

１８

予
定
者
を
対
象
と
し
た
就
職
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

企
業
及
び
来
春
学
校
卒
業
予
定

の
学
生
の
皆
さ
ん
、
多
数
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

４
月　

日
豺
午
後
１
時　

２５

３０

分
〜
４
時
（
受
付
１
時
〜
）

場
所　

ハ
イ
ブ
長
岡
（
長
岡
市
寺

島
３
１
５
）

内
容　

参
加
企
業
と
の
個
別
面
接

会そ
の
他　

参
加
を
希
望
の
企
業
は

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

学
生
の
事
前
申
し
込
み
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
参
加
さ
れ
る
学
生
は

履
歴
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
長
岡　

学
卒
担
当　

蕁　

―
１

３２

１
８
１
（
内
線
４
１
・
４
２
）

４
月
号
か
ら「
県
民
だ
よ
り
」

の
配
布
方
法
が
変
わ
り
ま
す

無
料
法
律
相
談
を
開
催
し

ま
す

　

平
成　

年
第
１
回
議
会
定
例
会

１７

を
３
月　

日
貊
か
ら　

日
貅
ま
で

１１

１７

予
定
し
て
い
ま
す
。
本
会
議
を
傍

聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程　

本
会
議
は　

日
貊
午
前
９

１１

時　

分
か
ら
開
会
し
、
一
般
質
問
、

３０
補
正
予
算
等
の
審
議
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。

場
所　

越
路
町
役
場　

３
階
議
場

問
合
せ　

議
会
事
務
局　

蕁　

―
９２

５
９
０
９

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
越
路
町
役
場
で
行
い
ま
す
。

　

売
買
の
ト
ラ
ブ
ル
、
金
銭
の
賃

借
、
サ
ラ
金
、
交
通
事
故
に
よ
る

損
害
賠
償
、
土
地
境
界
、
相
続
な

ど
法
律
に
関
す
る
相
談
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
安
心
し
て
お

受
け
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月　

日
貂
午
後
１
時
〜

２２

４
時

場
所　

越
路
町
役
場

弁
護
士　

星
野
徹
さ
ん

そ
の
他　

時
間
の
都
合
で
相
談
者

は
６
人
ま
で
で
す
。
電
話
等
で
予

約
を
取
り
ま
す
の
で
３
月　

日
貂

１５

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
は
毎
月
実
施
の
行

政
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。
行
政

相
談
は
予
約
の
必
要
が
あ
り
ま
せ

議
会
定
例
会
の
お
知
ら
せ

長
岡
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー「
地

球
広
場
」非
常
勤
嘱
託
員
募
集

譛
長
岡
市
体
育
協
会
臨
時

職
員
募
集

長
岡
地
区
２
０
０
６
大
卒
等
就

職
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
開
催
の
ご
案
内
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俳　

句

新
浮
海
俳
句
会

ぱんだ組はおべんきょうがんばってるよ！ぱんだ組はおべんきょうがんばってるよ！
はさみチョキチョキはさみチョキチョキ

がんばれ！まけるながんばれ！まけるな邇
おすもう合戦。おすもう合戦。

柚
子
風
呂
や
老
に
賜
わ
る
一
番
湯

行
き
交
ふ
て
人
の
寡
黙
や
冬
め
け
る

煤
拂
ふ
被
災
の
遺
影
殊
更
に

余
震
な
ほ
暮
し
に
馴
れ
つ
柚
子
湯
か
な

地
震
あ
と
地
割
れ
に
落
葉
吹
溜
り

冬
の
夜
や
地
震
の
話
に
尽
き
て
お
り

身
構
い
て
寄
れ
ど
動
か
ぬ
冬
の
蜂

大
佐
渡
も
小
佐
渡
も
模
糊
と
冬
か
す
み

来
る
年
の
幸
多
か
れ
と
賀
状
書
く

裏
返
す
ボ
ー
ト
冬
日
に
干
さ
れ
け
り

ま
だ
続
く
余
震
に
揺
ら
れ
山
眠
る

屋
根
毎
の
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
冬
の
雷

荒
波
の
吠
え
る
裏
浜
十
二
月

た
ま
さ
か
の
日
和
地
震
村
大
根
干
す

荒
海
や
轟
き
渡
る
鰤
起
し

鉛
色
拂
ふ
小
春
の
海
の
色

岩
礁
の
波
間
こ
ろ
が
る
波
の
花

羽
根
拡
げ
四
辺
を
仏
ふ
大
白
鳥

隣
家
を
真
似
て
真
似
さ
れ
冬
囲

湾
内
の
一
舟
気 
儘 
冬
ら
ら
ら

マ
マ

故
人　

大
矢
仁
三
郎

　
　

〃　
　

闍
橋　

広
美

　
　

〃　
　

内
山　

博
一

　
　

〃　
　

村
山　

芳
三

　
　

〃　
　

鑿
原　
　

潔

　
　

〃　
　

清
水　

久
子

　
　

〃　
　

鑿
田　

明
子

　
　

〃　
　

関　

エ
ツ
子

　
　

〃　
　

上
田
ヒ
ロ
子

　
　

〃　
　

五
十
嵐
了
三

　
　

〃　
　

こあら組は、いつも元気に遊んでるよ邇こあら組は、いつも元気に遊んでるよ邇

中学生のお兄さん、お姉さんと遊んだよ。中学生のお兄さん、お姉さんと遊んだよ。
わりばしでっぽううまくとばせたよ！わりばしでっぽううまくとばせたよ！

こしじ保育園を紹介
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全
校
縦
割
り
班
活
動
で
、
異
学

年
交
流
を
深
め
、
信
頼
感
を
高
め

認
め
合
え
る
仲
間
づ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。（
清
掃
活
動
、
Ｖ
Ｓ
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
児
童
会
祭

り
）

　

ま
た
、
地
域
に
学
び
、
地
域
の

人
と
触
れ
合
う
活
動
を
大
切
に
し

　

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
、
広
々
と

し
た
校
地
、
新
し
い
木
造
校
舎
の

中
で
、
心
豊
か
で
と
も
に
学
び
合

う
学
校
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

教
育
目
標
は
「
つ
く
る
力　

や

さ
し
い
心　

た
く
ま
し
い
体
」
で

す
。

テ
ー
マ
を
決
め
、
体
験
的
な
活
動

を
大
切
に
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

自
分
の
気
付
き
や
考
え
を
一
人

一
人
が
出
し
合
っ
て
学
習
を
進
め
、

学
ぶ
喜
び
や
楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ

る
活
動
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
生
活
科
や
総
合
的

な
学
習
の
時
間
で
は
、
各
学
年
で

て
い
ま
す
。（
菅
沼
神
楽
舞
ク
ラ
ブ
、

押
し
花
ク
ラ
ブ
等
）
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こ
れ
か
ら
も
、
身
近
な
地
域
の

よ
さ
、
人
と
人
の
絆
を
学
び
、
明

る
く
生
き
よ
う
と
す
る
強
い
心
を

育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

全校国際交流活動

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


４年生　ホタルの発表会

�
�
�
�
��
�

�
�

�
�
�
�
�

クラブ活動 児童会冬雪祭

　

広
い
体
育
館
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

身
近
な
自
然
観
察
林
な
ど
は
、
心

と
体
を
た
く
ま
し
く
鍛
え
ぬ
く
絶

好
の
環
境
で
す
。

　

体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
存
分
に

味
わ
い
、
自
分
か
ら
体
力
づ
く
り

に
取
り
組
め
る
活
動
を
工
夫
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
な
生
活
習
慣
づ
く

り
に
つ
い
て
も
、
保
護
者
や
関
係

機
関
と
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

�
�
�
�
��
�

�
�
�
�

�
�
�

学校保健委員会 校内マラソン大会
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�
�
��

�
�

�
�
�
�
��

�
�

��
�

�

新
潟
県
三
島
郡
越
路
町

　
　

大
字
不
動
沢
二
一
〇
番
地
二

　

蕁　

―
５
４
２
４

９２

　

薨　

―
５
４
５
２

９２
�
�
�
�
�
�
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���������	��
～ 各種大会や教室のご案内 ～

　２月６日豸に長岡市みしま体育館で長岡地区小学生バレーボール大会が開催
されました。参加したチームは女子２３チーム、男子４チームで、５年生以下の
新人大会が行われました。
　今回の大会には越路ＪＶＣより男女各１チームエントリーし、女子は優勝、
男子は準優勝の成績を収めました。新人大会は県大会の予選会を兼ねており、
女子チームは長岡地区第１位として３月６日豸、新潟東総合スポーツセンター
（新潟市）で行われる県大会に出場します。

�������
問い合せ参加費主　　催ところと　き大　　会

役場町民課　長谷川
　　蕁 ９２－５９０７

３,０００円町サッカー協会
町 民 体 育 館
越 中 体 育 館

１３日豸
第１６回
越路町フットサル選手権

☆

���������	
�����

▲ 優勝した越路ＪＶＣ女子

　大地の会では今年も春の野外巡検を行ないます。テーマは「中越地震」です。
　中越地震は、「地盤災害」が特徴とされています。もともと地すべりの多い中
山間地を震源として発生したため、斜面崩壊や地すべり被害が多く、また、造
成地（宅地）や道路の崩壊、地割れや崖崩れなどが多数発生したことは皆さん
の記憶にも新しいことでしょう。春の巡検では、これら地盤災害の被害現場を
実際に観察して、中越地震、そして地盤災害についての理解を深めます。

　【日　　時】　平成１７年５月８日豸　８時５０分集合　９時出発
　【集合場所】　越路総合福祉センター
　【コ　ー　ス】　越路（朝日・西谷）～小国（法末）～小千谷（吉谷）
　　　　　　　　～川口（田麦山・西川口）～小千谷（東山）
　　　　　　　　～長岡（滝谷・中沢など）を予定。
　【対　　象】　どなたでも参加できます。
　【募集人員】　４５名
　【案　　内】　新潟第四紀グループ
　【参　加　料】　５００円（資料代、保険料含む）
　　　　　　　　●小・中学生、高校生は無料
　【申し込み】　４月２７日貅までに電話にてお申し込みください。
　　　　　　　　●〈３月まで〉教育委員会社会教育係　蕁９２－５９１０
　　　　　　　　●〈４月から〉教育委員会越路分室（電話番号は変わりません）
　【そ　の　他】　足元が悪い場所も想定されます。靴・服装等に御留意下さい。

主催　大地の会・長岡市教育委員会越路分室

平成１７年度「大地の会」

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������														��������	
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公民館図書室より新規購入した図書を紹介します。
　
■「風雲児たち」全２０巻　みなもと太郎／作　リイド社
　　リイド社より新潟県中越大震災の被災地にと寄贈いただいた図書（まんが）。手塚治虫文化賞特別賞受賞の歴史的大河ギャグ漫画。
■「対岸の彼女」　角田光代／著　文藝春秋
　　第１３２回直木賞受賞作品。
■「わらぐつのなかの神様」　杉みき子／選集　新潟日報事業社
　　越路西小学校の校歌を作詞された杉みき子さんの選集。
■「キャッシュカードがあぶない」　柳田邦男／著　文藝春秋
　　ある日突然、あなたの預金が消える！銀行は１円も補償してくれない……。続発する被害。進行する手口。今あなたのカードが危ない！
■「サルヂエ」　中京テレビ　ワニブックス
　　テレビでお馴染みの「サルヂエ」。あなたもこの本で柔軟な発想とひらめきを手に入れてください。
■「ＤｏＲａＥＭｏＮ」　藤子・Ｆ・不二雄／作　小学館
　　まんが「どらえもん」の完全英訳版。
■「オムツをはいたママ」　安藤和津／著　グラフ社
　　母との愛と格闘の日々。
　　他、「野ブタをプロデュース」、「脳と魂」、「ブルータワー」、「はじめてのヨガ入門」等々たくさんの図書が入りました。

公民館だより 　公民館は、住民のために教育、学術及び文化に関する各種の事
業を行い、住民の教育の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生
活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することが目的です。

 出張学習会 　　町内１６会場で６月より順次開催し、
講演と交通安全教室等を予定しております。お申し込
み不要でどなたでも参加できます。なお、各地区の日
程は広報等でお知らせいたします。

3月の行事
◎英会話教室（シニア）　３月３、１０、１７、２４、３１日貅　会場：福祉センター
◎るんるん親子教室 　　３月２日貉　　　　　　　　　会場：保健センター
◎コーラス教室 　　　　３月９日貉　　　　　　　　　会場：勤労者会館
　　　　　　　　　　　 ３月２３日貉　　　　　　　　　会場：福祉センター

 中央学習会 　　福祉センターを主会場に、５月の開
講式から１１月の閉講式まで全１２回。午前は講演、午後
はクラブ活動を中心に行われます。また、視察研修や
一日クラブ活動の日もあります。
　中央学習会につきましては、３月中に各地区の老人
クラブの会長さんを通じて参加者の取りまとめをいた
します。また、老人クラブに加入されていない方で受
講を希望される方は、教育委員会社会教育係（蕁９２－
５９１０）までお問い合わせください。

平成１７年度平成１７年度（第３３回（第３３回））幸齢者 幸齢者 教室のご案内教室のご案内
こ う れ い し ゃ

－公民館図書室よりお知らせ－

中
央
学
習
会
の
様
子

今
年
度
視
察
研
修
、

柿
崎
町
芋
島
楞
巌
寺
に
て

［午　前］全体学習会
○懐かしのメロディー（アコーディオンの
演奏に合わせて全員で歌います。）
○講演会（家庭生活・社会生活・時事・健
康等について専門講師による講演）

［午　後］クラブ活動
　○下記の１２クラブに分かれて活動します。

書道　茶道　華道　　俳句　焼きもの
絵画　盆栽　大正琴　ゲートボール
手芸　囲碁・将棋　　ふるさとの歴史

中央学習会のプログラム

　教室を通して、仲間とともに学ぶ喜びを分かち合い、
楽しく有意義な時間を過ごしてみませんか。
多くの皆様の参加をお待ちしています。












